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菅原　礼子さん(築館)・阿部　功さん(若柳)

10㌻
｢私もひとこと｣

6㌻

4㌻

20㌻

米価下落の支援策など１５人が登壇

決算審査 ここが聞きたい
2㌻まちづくりの決算を認定

令和２年度

くりこま高原駅
駅前の駐車料金
一 般
質 問

引き上げ撤回

市議会だより市議会だより
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９
月
定
例
議
会
は
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
、

９
月
14
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
24
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
15
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
を
始
め
、
市

政
全
般
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

な
ど
の
補
正
予
算
や
、
市
の
「
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
」
な
ど
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
く
り
こ
ま
高
原
駅
駅
前
広
場
の
駐
車

場
料
金
引
き
上
げ
の
条
例
は
、
総
務
常
任
委
員

会
で
審
査
の
結
果
否
決
と
な
り
、
市
長
は
「
提

案
の
内
容
が
不
十
分
」
と
し
て
、
議
案
を
撤
回

し
ま
し
た
【
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
（
５
２
２
億
円
）、

特
別
会
計
（
１
９
３
億
円
）、
事
業
会
計
の
決

算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
集
中
審

査
を
行
い
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
全
て
の

会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

「
市
民
が
創
る 

く
ら
し
た
い
栗
原
」
評
価

歳入 歳

●一般会計決算の状況

出

令和２年度

決 算

ま
ち
づ
く
り
の
総
額
715
億
円

決　算

12 月オープンの若柳公民館

素早く正確に情報を伝える消防指令センター

「Go 湯キャンペーン」を積極的に展開
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議　　会
―議会費―

○議員報酬
　　1億1,451万円
○議会だより印刷製本費
　　　　  368万円
○インターネット中継
　システムの委託料
　　　　  179万円

総額

総額

総額 総額 総額

45億8,736万円

6,101万円

18億8,671万円 58億1,868万円 65億5,107万円

総額総額 総額 総額 総額

総額

52億4,641万円 171億7,374万円 53億2,028万円 27億8,447万円

25億5,443万円

2億6,564万円

総　　務
―総務費―

○庁内ネットワーク
　無線化の推進
　　     4,560万円

○100円バス・デマ
　ンド交通の実施
　   3億5,528万円

○若者定住の促進
　　　  5,297万円

福　　祉
―民生費―

〇若柳幼保連携型認定
　こども園整備事業
　　　　１億６万円

○子育て応援医療費助成金
　　　 ２億69万円

○子育て支援金支給
　　　  1,642万円

健康・衛生
―衛生費―

○大崎市民病院救命救急
　センター運営の負担金
　　　  4,996万円

○風しん予防対策
　　　　  739万円

―農林水産業費―

建　　設
―土木費―

○道路の安全維持管理
　10億9,289万円

○市道の新設および
　改良
　  3億9,333万円

○公園の整備
　　    4,477万円

労　　働
―労働費―

○シルバー人材
　センターの補助金
　　　  1,074万円

○勤労者ライフ
　ローンの貸付金
　　　  5,000万円

防　　災
―消防費―

○消防指令センター
　指令装置の更新
　　1億7,182万円

○消防自動車等整備
　　　  8,170万円

教　　育
―教育費―

○学校ＩＣＴ環境の
　推進
　　9億1,788万円

○若柳公民館の整備
　　　4億798万円

○スクールバス運行
　　6億6,147万円

その他
―災害復旧・公債費―

○災害復旧費
　10億2,298万円

○公債費
　55億2,809万円

※主な事業を掲載しています。  ※万円未満四捨五入

５年間の一般会計歳出決算の推移市債（借金）と基金（貯金）の状況
一般会計

市 債
（借金）

457億5,419万円

69万9,402円
市民1人あたり

基 金
（貯金）

220億2,395万円

33万6,660円
市民1人あたり

令和３年３月末人口 : ６万5,419人

※金額などは市の決算概要より引用しています。
※市債は国の交付税が算入（363億4,100万円）される分も含まれています。

農林水産

商工・観光
―商工費―

○新型コロナウイルス
　感染症拡大防止協力金
　　　  9,010万円

○Ｇｏ湯くりはら温泉
　７割引キャンペーン
　　   1億676万円

○農林漁業者経営
　継続の支援
　　　  5,626万円

○野生鳥獣の対策
　　　  1,534万円

○くりはら和牛の郷づくり
　支援強化事業補助金
　　　  2,521万円

こんなふうに使われた市のお金

R２年度R元年度H30年度H29年度H28年度

462億
2,441万円

464億
2,412万円

435億
3,347万円

522億
4,979万円

440億
9,993万円借金

貯金

こんなふうに使われた市のお金

決　算
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決算審査

決 算 審 査

　

東
北
本
線
の
線
路
敷

き
を
横
断
し
て
い
る
排

水
管
の
周
辺
敷
地
の
測
量
や
水

路
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

測
量
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
排

水
管
の
内
部
を
カ
メ
ラ
で
の
調

査
も
行
っ
た
。

　
収
支
が
プ
ラ
ス
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
高
清
水

診
療
所
の
看
護
師
が
３
人
か
ら

２
人
に
減
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
。
午
前
中
は
栗
原
中
央
病
院

か
ら
応
援
は
あ
る
よ
う
だ
が
、

人
員
を
３
人
に
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　

一
般
会
計
か
ら
繰
入

が
あ
る
た
め
黒
字
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
質
１
億
円

の
赤
字
で
あ
る
。
高
清
水
だ
け

で
は
な
く
鶯
沢
・
花
山
も
２
人

体
制
で
あ
る
。
栗
原
中
央
病
院

か
ら
看
護
師
を
派
遣
す
る
セ
ン

タ
ー
制
度
を
行
っ
て
い
る
。

　
農
泊
コ
ン
テ
ン
ツ
充

実
の
た
め
の
調
査
研
究
、

農
泊
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
実
施
業

務
の
内
容
は
。

　

農
泊
推
進
の
一
環
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
意

識
し
た
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
や

個
人
旅
行
者
向
け
に
開
発
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
。
奥

州
街
道
有
壁
宿
を
訪
ね
る
旅
、

田
舎
暮
ら
し
体
験
、
伊
豆
沼
は

す
ま
つ
り
満
喫
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

渡
り
鳥
観
察
、
世
界
谷
地
散
策

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
５
つ
が
成

果
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。

　
瀬
峰
駅
前
周
辺
は
、

冠
水
や
床
下
浸
水
す
る

地
域
で
あ
る
。
排
水
対
策
の
調

査
委
託
料
１
８
７
万
円
の
内
容

は
。

　
農
林
漁
業
者
を
対
象

に
育
成
塾
を
開
催
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
令
和
２
年
度

の
受
講
者
は
何
人
か
。
ま
た
、

本
事
業
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
い
く
の
か
。

　

受
講
者
は
の
べ
１
４

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

育
成
塾
で
は
商
品
づ
く
り
や
販

売
戦
略
な
ど
を
学
ぶ
。
受
講
生

の
中
か
ら
実
際
に
６
次
産
業
化

し
た
人
も
い
る
。
補
助
金
交
付

後
５
年
間
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
経
過

を
た
ど
っ
て
い
る
か
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

高
清
水
診
療
所

看
護
師
の
体
制
は

農
泊
セ
ミ
ナ
ー

成

果

は

問

問

問 問

答答

答

答

医
療
管
理
課

農
業
政
策
課

瀬
峰
駅
前
周
辺
は

冠
水
や
浸
水
地
域

建

設

課

６
次
産
業
化
推
進

事
業
取
組
の
成
果

相馬　勝義　委員長

　令和２年度の一般会計や４特別会計・３事業会計の決
算は、議会議員全員（議長を除く）で構成する決算特別
委員会（委員長　相馬　勝義議員）で審査しました。
　審査は市政全般にわたり、多くの質疑がありました。
　主な質疑をお知らせします。

大雨時に冠水する瀬峰駅周辺
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決算審査

　

令
和
２
年
度
は
、
市
の
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
の
子
育
て
支
援
策
や
若
者

定
住
策
、
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係

る
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

近
年
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化

が
進
行
す
る
と
共
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
財
政
が
最
適
に
運
用
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

市
民
総
参
加
に
よ
り
名
実
と

も
に
「
市
民
が
創
る　

く
ら

し
た
い
栗
原
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
市
総
合
計
画
に
基

づ
く
事
業
推
進
に
ま
い
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

財
政
状
況
は
、
普
通
交
付

税
の
合
併
算
定
替
え
の
段
階

的
縮
減
が
最
終
年
と
な
り
、

今
後
人
口
減
少
に
伴
う
税
収

の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
。
加
え
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
支
出
な
ど
が
今
後
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運

営
が
行
え
る
よ
う
、
市
行
政

改
革
大
綱
に
よ
る
取
組
に
よ

り
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努

め
て
ほ
し
い
。

　
障
害
児
等
療
育
支
援

事
業
の
内
容
は
。

　

各
圏
域
に
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
ら

れ
て
お
り
、
市
立
は
げ
ま
し
学

園
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
県

の
委
託
事
業
で
、
発
達
障
害
児

の
支
援
を
行
う
た
め
２
人
の
保

育
補
助
員
の
人
件
費
相
当
の
補

助
を
受
け
て
い
る
。
ペ
ア
レ
ン

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
発
達
障
害

に
よ
る
療
育
支
援
を
県
の
委
託

を
受
け
、
保
育
の
確
保
の
た
め

実
施
し
て
い
る
。

　
伊
治
城
跡
公
有
化
事

業
の
補
償
費
に
つ
い
て
、

今
後
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

今
回
買
収
し
た
と
こ

ろ
が
遺
跡
の
中
心
部
の

周
辺
に
あ
り
、
そ
こ
を
中
心
に

整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

建
物
が
あ
っ
た
場
所
に
擬
木
で

柱
の
位
置
を
復
元
、
区
画
施
設

を
垣
根
で
復
元
す
る
な
ど
、
建

物
自
体
の
復
元
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
わ
か
る
よ
う
な

形
で
立
体
的
な
復
元
を
し
て
い

き
た
い
。

　
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
一
人
一
人
固

定
の
物
を
使
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
毎
回
好
き
な
端
末
を

取
っ
て
使
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
も
の

は
な
い
の
か
。

　

一
人
一
台
ず
つ
固
定

の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

い
じ
め
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ

う
チ
ャ
ッ
ト
機
能
は
使
え
な
い

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
県
全
体

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
協

力
金
事
業
補
助
金
の
申
請
は
何

件
あ
っ
た
の
か
。

　

令
和
２
年
４
月
25
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
に

休
業
、
営
業
時
間
短
縮
し
た
事

業
者
に
対
し
30
万
円
を
３
０
０

件
、
合
計
９
０
０
０
万
円
を
交

付
し
た
。
う
ち
６
０
０
０
万
円

は
県
か
ら
の
補
助
で
あ
る
。

障
害
児
等
療
育

支
援
事
業
内
容
は

史
跡
伊
治
城
跡

今
後
の
計
画
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

管
理
状
況
は

問

問

問

問

答

答

答

答

社
会
福
祉
課

文
化
財
保
護
課

学
校
教
育
課

新
型
コ
ロ
ナ

事
業
補
助
金
申
請
は

産
業
戦
略
課

決
算
審
査
意
見

市
民
と
行
政
一
体
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
を

代
表
監
査
委
員
　
武
田
　
孝
一

伊治城の歴史を伝える看板


